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日時：2010年 2月 26日（金）15：00～18：10 
場所：東京富士大学本館 4階第 3会議室 

 
日本パーソナリティ心理学会第 95回常任理事会議事録 

 
出席：浮谷秀一理事長、堀毛一也副理事長、二宮克美、小塩真司、向田久美子、藤田主一、

中村真、山﨑晴美、安藤寿康（大会主催校） 
委任：なし 
欠席：渡邊芳之、松田英子 
事務局長：加藤司 
 

報告事項 
 
Ⅰ 各種委員会報告 
 
1 機関誌編集委員会（代理：理事長） 
 
（1）編集委員会の開催状況 
第 17期・18期合同の拡大編集委員会を平成 21年 11月 29日に川崎医療福祉大学で開催
した。 
 
（2）「パーソナリティ研究」の発行状況 
1）「パーソナリティ研究」第 18巻 2号 
1月末までに会員に送付された。原著 2本，資料 6本，ショートレポート 3本 
2）「パーソナリティ研究」第 18巻 3号 
初校の著者校正，編集委員長による校正が終了し、国際文献印刷に返送した。年度内 3 月
中の発行は問題ないと思われる。原著 0本，資料 2本，展望 3本，ショートレポート 5本
である。 
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（3）「パーソナリティ研究」の編集状況 
1）「パーソナリティ研究」第 19巻 1号 
採択論文は原著 3本，資料 0本，展望 1本，ショートレポート 5本の計 9本，現在採択に
向けて投票中の論文が 3本ある。3月中旬をめどに掲載論文を決定する。刊行予定は 6月中
旬・下旬である（17巻 1号は 10月発行，18巻 1号は 7月発行だった）。 
 
（4）投稿状況 
昨年 3月から 2月 24日までの投稿状況は以下の通りである。 
 

 
 
（5）その他 
 
1）科研費の表示について 
平成 21年度に受けている科研費「研究成果公開促進費」についての表示を 18巻 1号に掲
載することができなかった。18巻 2号には表示を掲載して発行した。18巻 3号にも同様の
表示を掲載する。 
2）英文校閲について 
英文校閲を外部業者に依頼している。18巻 1号，2号については「（株）テキスト」に依頼
している。校閲費は 1号あたり 40,000円程度で以前より 3割ほど増加している。 
3）論文種別の見直しについて 
原著と資料との区別が理解しにくいこと、原著から資料への種別変更が目立つことなどか

ら、パーソナリティ研究の論文種別を再検討することを拡大編集委員会で提案し、賛同を

得た。今後編集委員会内部で検討を進める。 
 
2 経常的研究交流委員会（二宮担当常任理事） 
 
放送大学東京多摩学習センターと共催で、以下のような公開企画を開催する。 
題目：「子どものパーソナリティと教育」 
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講演者：高見のっぽ氏（俳優・作家・歌手） 
シンポジスト：住田正樹氏（放送大学）、安藤寿康（慶應義塾大学）、向田久美子（駒沢女

子短期大学） 
司会：森津太子氏（放送大学） 
日時：2010年 3月 21日（日） 14：00～17：00 
場所：放送大学東京多摩学習センター 4F講義室 
 
3 広報委員会（小塩担当常任理事） 
 
委員長：小塩担当常任理事 
副委員長：家島明彦（島根大学）、山田幸恵（岩手県立大学） 
委員：桑村幸恵（愛知学院大学）、大和田智文（関西福祉大学）、毛新華（大阪大学），佐藤

恵美（東京富士大学）、奥田雄一郎（前橋国際大学）、木村文香（江戸川大学）、水野邦夫（帝

塚山大学）、伊藤君男（東海学園大学）、阿部美帆（筑波大学） 
承認された。 
 
4 国際交流委員会（向田担当常任理事） 
 
（1）委員会構成 
委員長：向田担当常任理事 
サトウタツヤ（立命館大学）、高木邦子（聖隷クリストファー大学）、高橋雄介（日本学術

振興会特別研究員） 
 
（2）McAdams氏への論文依頼 
「パーソナリティ研究」第 18巻第 3号に掲載予定。 
The Problem of Meaning in Personality Psychology from the Standpoints of 
Dispositional Traits, Characteristic Adaptations, and Life Stories 
 
（3）大会企画 
Robertsセミナー企画 
タ イ ト ル ： Construction and reconstruction: The reciprocal relation between 
conscientiousness and work, marriage, and health across the life course 
 
（4）シンポジウム企画 
Michael Bamberg（Clark University） 
質的心理学会と共同開催で、6月末～7月初旬のいずれかにおいて、東京でシンポジウムを
開催予定している。詳細は現在国際交流委員会で検討中である。 
 
5 学会活性化委員会（藤田担当常任理事） 
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（1）委員会構成 
委員長：藤田担当常任理事 
堀毛一也（岩手大学）、荒川歩（名古屋大学）、沢宮容子（立正大学）、慶應義塾大学（大会

主催校）より 1名 
承認された。 
 
（2）大会発表賞 
今年度（川崎医療福祉大学で開催）の大会発表賞の受賞者について、現委員会より前委

員会に報告を求め、その結果を常任理事会MLで審議することになった。 
 
6 各種電子化検討小委員会（中村担当常任理事） 
 
（1）委員会構成 
委員長：中村担当常任理事 
堀毛一也（岩手大学）、永房典之（東京文化短期大学）、松岡陽子（大同工業大学）、小島弥

生（埼玉学園大学） 

承認された。 

 
Ⅱ 日本心理学諸学会連合 
 
1 日本心理学諸学会連合について（理事長） 
 
（1）国家資格について 
国家資格について、一資格一法案の方針で決定し、その名称について議論された。また、

「教育・発達」心理資格連絡協議会より、三団体での協議に加えてほしいとの要望があっ

たが、否決され、今後も、日本心理学諸学会連合を含めた 3 団体で、交渉を進めることに
なった。 
（2）役員選挙について 
日本心理学会の選挙日と近いため、選挙権と被選挙権について話し合いがなされた。 

 
2 心理学検定について（代理：藤田常任理事） 
 
 8月 22日（日）に第 3回心理学検定を実施する。今年度は 10会場で実施する。京都地
区、広島地区が新たに加わった。10会場：北星学園大学（札幌市）、東北福祉大学（ステー
ションキャンパス）、東京大学（本郷キャンパス）、金沢大学（角間キャンパス）、中京大学

（名古屋キャンパス）、立命館大学（衣笠キャンパス）、関西大学（千里山キャンパス）、川

崎医療福祉大学（倉敷市）、広島修道大学（広島市）、九州大学（箱崎地区） 
 
Ⅲ 第 19回大会準備状況について（安藤大会準備委員長） 
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1 日時・場所 
平成 22年 10月 10日、11日、慶應義塾大学三田キャンパス 
 
2 大会企画 
（1）Robertsによる招待講演および若手研究者との討論会 
（2）渡辺茂氏（慶應義塾大学） 
（3）大野裕氏（慶應義塾大学）臨床心理士資格ポイント対象を考えている 
 
3 学会ホームページ 
現在、公開準備中 
 
4 Webによる登録システム 
 
 国際文献による学会 webシステムの導入を検討中である。予算は 315,000円であり、毎
年度、このシステムを使用することができるため、学会から支出してほしいとの申し出が

あった。ただし、システム運用等が毎年度 121,000円必要になる。 
 準備委員長より、承認されたため、システム導入について、常任理事会にもかかわって

ほしいとの提案があった。各種電子化検討小委員会の中村委員長が選出された。 
 
Ⅳ 事務局報告（加藤事務局長） 
 
1 会勢報告 
 賛助会員 1名、名誉会員 6名、一般会員 552名、院正会員 262名、学生会員 4名、計 825
名（2月 20日現在） 
 
2 会費未納者 
2008年度および 2009年度会費未納者（2010年 3月末日までに振り込みが確認されなけれ
ば、会費未納に付き退会として提案された）。原則として、承認されることになった。 
 

審議事項 
 
Ⅰ 機関誌の紙媒体廃止に関するアンケートに関する件（中村担当常任理事） 
 
Ⅱ 「性格心理学ハンドブック」の改訂に関する件（理事長） 
 
福村出版より、「性格心理学ハンドブック」の改訂が提案された。「性格心理学ハンドブッ

ク」ワーキンググループを設立し、この委員会で検討することになった。堀毛副理事長を

中心に、浮谷理事長、二宮常任理事、佐藤達哉先生、越川房子先生などによるワーキング

グループを設置することにした。 
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Ⅲ 第 18回理事会・第 94回常任理事会議事録承認に関する件 
 
 承認された。 
 
Ⅳ 仮入会の有効期限に関する件（理事長） 
 
＊仮入会期間の有効期間を決定するかどうか、決定するならば、どのくらいの期間にする

か。有効期間を 1ケ月とすることで決定した。新入会員の説明には、文言を加える。 
 
Ⅴ 新入会員に関する件 
一般会員：具志堅伸隆氏、矢澤美香子氏 
院生会員：上田光世氏、正木陽子氏、蔵永瞳氏、三宅華奈氏 
学生会員：角幸頼氏 
以上、7名が承認された。 
ただし、1名は、最終学歴が高等学校卒業であり、学会会則と照らし合わせ、承認されなか
った。 
 
Ⅵ その他 
なし。 
 

次回、常任理事会は、4月あるいは 5月を予定している。 


